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AI は脅威か味方か。数学者が問いかける未来 

 

 

「AI は脅威か味方か。」 

 

今朝 8月 4日の日本経済新聞に、AIが 80 年来の数学の難問に突破口を与えたという記

事が掲載されていた。記事では、多くの数学者がAI を歓迎する一方で、その急速な進歩

に戸惑いも感じていると紹介されている。この「脅威」という言葉は、AIが危険であると

いう意味というより、AIによって、自分たちが長年担ってきた研究の在り方そのものが変

わるかもしれないという戸惑いを意味している。 

 

この記事にはAIが、80年以上未解決だった数学の「単位距離問題」に対し、新しい予

想や反例を発見し、研究に大きな突破口をもたらしたという内容が書かれている。単位距

離問題とは、平面上に点を並べる際、距離がちょうど 1になる線分を最大でどれだけ作れ

るかという 1946 年に提起された難問である。OpenAI の AI は、人間の予想が正しくない

ことを示す反例を発見し、その成果は数学者による検証を経て論文として発表された。記

事では、多くの数学者はAI の能力を歓迎しながらも、「AIが数学者の役割を変えてしまう

のではないか」という戸惑いも感じているという。 



この議論は数学だけの話ではない。薬学、医学、生命科学、工学、あらゆる知の世界で

同じことが起こり始めている。AI は膨大なデータを解析し、人間では思いつかなかった法

則や仮説を見つけ出す能力を持ち始めた。数学では未解決問題の突破口を示し、生命科学

では新しい創薬候補やタンパク質の構造を予測する。薬学においても、新薬開発や副作用

予測、個別化医療はAI によって大きく変わろうとしている。 

 

では、人間の研究者は不要になるのだろうか。答えは違う。AI は膨大な可能性の中か

ら、人間では見つけられなかった答えの候補を提示できる。しかし、その答えが本当に意

味を持つのか、人類にどのような価値をもたらすのかを判断するのは人間である。数学者

は証明を作る人というよりも、自然界の奥深くに潜む秩序を見つけ、その美しさを発見す

る人である。 

 

生命科学も同じである。複雑に見えていた生命現象が、一つの原理で結びついた瞬間、

研究者は「理解した」と同時に「美しい」と感じる。その美しさとは、装飾ではない。自

然が持つ本来の姿に触れたという感覚である。 

 

歴史を振り返れば、アインシュタインは「宇宙の法則は美しいはずだ」という信念から

一般相対性理論へたどり着いた。DNA二重らせん構造が発見されたとき、多くの研究者

もまた、その構造の美しさに驚嘆した。 

 

美しさとは、真理が姿を現した瞬間なのである。 

 

AI はその真理へ至る道筋をこれまで以上の速さで照らし出す。一方、人間はその真理を

社会にどう生かすかを考える。両者は競争相手ではないのだ。役割が違うのである。 

 

石川県薬剤師会の中森会長がAI理事を迎えた理由もここにある。AI に薬剤師を置き換

えてほしいという単純な発想ではなく、AI によって薬剤師がより深く患者と向き合い、よ

り質の高い医療を実現するためである。 

 

数学者がAIとの新しい関係を模索している今、その問いは薬剤師にも向けられてい

る。AI を恐れる時代は終わった。これから必要なのは、AI を正しく利用する未来を設計

することである。その先に、人間とAI がともに新しい知を築く時代が始まる。そこで

は、人類はこれまで見えなかった生命の真実に出会い、さらに美しい世界を発見していく

ことになるだろう。 
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